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【論文要旨】
　19世紀の西欧社会における技術革新は，挿絵入り刊行物の普及を可能にした。なかでも1840年
代に各国で登場した絵入り新聞は，視覚的効果をともなった新しい媒体として，市民社会で大きな
意味を持っていたと考えられる。本稿では，ドイッ最初の絵入り新聞『ライプッィヒ絵入り新聞』
をテーマとして取り上げ，同紙誕生の背景，ならびにその役割について議論を展開した。
　同紙創刊の背景を考えるにあたり，創刊者のパーソナリティ，時代背景という二点に注目した。
その結果，ヨハソ・ヴェーバーという先見性と実行力を兼ね備えた人物の存在があったこと，さら
には，木版画技法の進歩や印刷の高速化といった19世紀の技術革新が，絵入り新聞の誕生と普及
を後押ししていたことが明らかになる。また，同紙の論説からは，家庭誌，大衆メディアという新
しい視覚媒体としての理想像が浮かび上がる。この理想が紙面にどのように反映されていたかは，
1850年代末のオーストリアの世界周航（ノヴァラ号遠征）に対する報道から確認できる。
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はじめに
アメリカの版画研究者ウィリアム・アイヴィンス（William　Ivins）は，かつて19世紀を「グラ
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フィズムと大衆の時代1」と表現した。市民層の増加と識字率の高まりにより，各種の印刷物に対
する需要が増していたこの世紀は，刊行物が次第にビジュアル化されていく時代でもあった。当初
は書籍のなかに限られていた挿絵は，技術革新の恩恵を受けて，雑誌や新聞といった定期刊行物に
も多く登場するようになる。やがて，世紀後半に出現する写真技術により，木版画やイラストの重
要性は低下していくが，挿絵が19世紀の西欧社会で持っていた意義を否定することはできない。
　印刷物への視覚効果の導入は，書籍分野においてはすでに19世紀以前から見受けられたが，新
聞のなかに頻繁に登場するようになるのは，1840年代以降のことである。なかでも，rイラストレ
イテッド・ロンドソ・ニュース』（The　lllustrated　London　News，1842年創刊）とrイリュストラ
シオソ』（L’Illustration，1843年創刊）は，英仏の絵入り新聞のパイオニアとして，また息の長い
代表的絵入り新聞としてよく知られている。両者は，近代ヨーロヅパにおける本格的な絵入り新聞
の先駆けとして日本でも研究の対象とされ，19世紀を知るための歴史資料としても活用されてき
た2。しかし，両紙と同時期に刊行されたドイッの『ライプッィヒ絵入り新聞』（Leipziger　lllus－
trirte　Zeitung，1843年創刊，以下LIZと略記3）は，研究素材としてはもちろん，その存在自体が
あまり知られていない。ドイッ・メディア史研究の領域においても，百万部発行紙『ベルリン絵入
り新聞』（Berliner　lllustrirte　Zeitung，1891年創刊）に比べ，　LIZに対する関心は低いといわざるを
えない4。
　それゆえ本稿では，日本ではほとんど触れられることのないこのドイッ最初の絵入り新聞LIZ
を取り上げ，その創刊の背景と編集部の意図を考察の対象とする。挿絵の導入はいかにして可能と
なり，何のためにドイッで絵入り新聞が刊行されたのか，前半部ではこの二点を中心に見ていく。
さらには，LIZの紙面を実際に眺めることによって，ニュース報道の際に挿絵がどのように利用さ
れていたかを検証する。その際，オーストリア帝国海軍によって1857年から59年にかけて行われ
た，フリゲート艦ノヴァラ号（Novara）の世界一周事業を事例として用いる。ドイッ連邦内で初
めて成し遂げられたこの世界一周国家プロジェクトに関する歴史研究は，欧米の学界でこれまで多
くの成果を得ている5。しかし，この世界周航に示された当時のドイッ・メディアの反響について
は，管見によれば，これまで研究として取り上げられてこなかった。それゆえここでは，ノヴァラ
号遠征がドイッ・メディアでどのように映し出されていたかをLIZ読者の視点に立って検討する。
1．『ライプツィヒ絵入り新聞』創刊の背景
（1）ヨハン・ヤーコプ・ヴェーバー
　1803年4月3日，LIZの創刊者であるヨハン・ヤーコプ・ヴェーバー（Johann　Jakob　Weber）
は，スイス・バーゼルの亜麻布職工の家に生まれた。1818年，彼はまず地元バーゼルの出版業者
のもとに徒弟として入り，その後1825年の春にジュネーヴの書籍販売業者のもとへ移った。同年
の秋には，当時の芸術と文学の中心地であったパリへ赴き，ディド（Didot）社の業務に携り，さ
らにその翌年，ドイッ出版業の中心地であり，彼の生涯の活動拠点となるライプッィヒで職を得た。
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1827年5月から1年間，ドイツ南部のフライブルクでさらなる修行を積んだヴェーパーは，1830
年にライプツィヒへ戻り，フラソス系出版社ボサンジェ・ペル（Bossange　P6re）社の現地支店長
に就任した6。
　このように，青年時代に各地の出版・書籍販売業者のもとで修行を重ねることにより，ヴェーパ
ーは自立した出版業者になるために必要不可欠な知識や感覚を身につけていった。そのうえ，フラ
ンスの有力出版社のもとで働く機会を得たことにより，彼の目は西欧出版界の最新動向に向けられ
る。それを象徴するのが，支店長就任4年目の1833年5月に同社から刊行された『プフェニヒ・
マガジン』（Das　Pfennig　Magazin）という雑誌である。この週刊誌は，前年3月にロンドンのチ
ャールズ・ナイト（Charles　Knight）社から創刊された『ペニー・マガジソ』（Penny　Magazine）7
をモデルにライプツィヒで刊行され，木版画の最新技術を取り入れた画期的な絵入り雑誌として世
間の注目を浴びた。『プフェニヒ・マガジン』は，創刊から半年後には3万部を発行し，その後も
着実に部数を伸ばした。同誌の成功の裏には，ブロックハウス（Brockhaus）ら過去に成功した出
版業社の手法が取り入れられたという事実もあったが，ヴェーバーのこれまでの経験が宣伝活動に
いかされたことも飛躍の要因であったといわれている8。この雑誌の編集に携わることで，ヴェー
バーは絵入り刊行物の将来性を見出したことであろう。ただし，絵入り雑誌としての完成度におい
て，同誌は彼にとって決して満足できるものではなかった。ヴェーバーのこのときの経験と成功，
そして質に対する不満は，自身の手で「第二のプフェニヒ・マガジソ」を刊行するという新たな構
想へとつながっていく9。それゆえ，LIZ誕生の原点はまさにこの『プフェニヒ・マガジソ』にあ
ったと見ることができる10。
　rプフェニヒ・マガジン』創刊の翌年，ヴェーバーはボサンジェ・ペル社を退社して自らの出版
社ヴェーパー（J．J．　Weber）社を設立する。知人のヌーラソト（Louis　Nuhlandt）との共同出資
により始められたこの出版事業は，皮肉にも彼と挟を分かつ1837年頃から軌道に乗り出した11。30
年代のヴェーバー社の出版活動は，文芸書や科学書，旅行記などさまさまなジャンルにおよんだ
が12，ヴェーバー社に利益と名声をもたらした最たるものは，一連の絵入り図書の刊行であった。
LIZ創刊号（1843年7月1日付）の巻末には，当時ヴェーバー社から刊行されていた絵入り図書5
点の紹介記事が掲載されているが，そのなかでも特に成功を収めた挿絵本が，ナポレオソ伝（P．
M．Laurent，　Geschichte　des　Kaisers　Napoleon．　Illustrirt　von　1％繊y〃ηθ’）とフリードリヒ大王伝
（Franz　Kugler，　Geschichte　Friedrichs　des　GrorSen．　Illustrirt　von、Adolph　Menzel）の2作であった13。
後者は，フリードリヒ大王即位百周年にあわせて刊行され，英蘭露の各国語へも翻訳されている。
さらにはプロイセンからメダルを授与されるなど内外から称賛を浴び，メソツェルのスケッチは後
世まで高い評価を受けることとなる14。
　このように，多彩なイラストを盛り込んだ人物伝や博物学関連書籍が順調な売り上げをもたらす
につれ，ヴェーバーは絵入り図書事業への確かな手ごたえをつかんでいった。しかし，彼は書籍分
野の成功だけでは満足せず，新聞のなかに挿絵を，しかも大量にはさみ込むという新領域の開拓を
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決意する。ドイツ最初の絵入り新聞が誕生する背景には，ヨハン・ヴェーバーという，
可能性にいち早く気づいていた野心的な出版業者の存在があったのである。
イラストの
②　西欧における挿絵技術の進化
　ドイッ最初の絵入り新聞となるLIZの話に入る前に，ここではまず，定期刊行物への挿絵の導
入が可能となった技術的背景を概観しておきたい。9世紀の東洋における発祥から500年近く遅れ
て始まった西洋の木版画は，15世紀中葉の活版印刷術の発明により，印刷物のなかに登場するよ
うになる。ドイッを中心に発展した木版画は，挿絵として本のなかに取り入れられ，この頃木版挿
絵本が急速に普及した。16世紀に入ると，イタリアやネーデルラソドで版元制度が広がり，出版
者（出資者）・画家（下絵師）・版画制作者が一体となった版画流通システムが確立した。また，こ
の時代から書籍の挿絵用に銅版画が大量に使用されるようになり，以後エッチング（腐蝕銅版画）
や多色刷り等の技術革新を受けて，17・18世紀は銅版画主流の時代となる。これら銅版画の進展
とともに，版画制作の中心はフラソス，イタリア，オラソダへ移り，かつての木版画の中心地ドイ
ッでは18世紀末に新たな技術が登場する。すなわち，化学原理を応用した石版印刷の新技術は，
ミュンヘソで生まれた後，19世紀初頭には西欧へ拡大し，とりわけロマソ主義画家の問で普及し
た15。
　このように，銅版画主流の時代が長く続き，新たに石版画や鋼版画などの技術が次々と導入され
たヨーロッパ芸術界において，精巧さで劣る木版画は脇に追いやられていた。19世紀に入っても
出版用の挿絵としては，未だ銅版が主役の座にあった。ただしこの頃から，西欧市民社会における
識字率や知識欲の高まりを受けて，大量の刊行物を迅速に印刷する必要性が生じていた。1825年
頃から銅版よりも量産能力の優る鋼版が多く使用されるようになるのは，まさにそのためである。
とはいえ，凹版（銅版画）や平版（石版画・鋼版画など）ではどうしても越えられない印刷技術上
の壁があった。つまり，一つの紙面に活字と挿絵を同時に並べて印刷するためには，挿絵を活字と
同じ版，すなわち凸版で制作しなければならなかったのである。そこで，1840年頃から凸版であ
った木版画が再び注目を浴びるようになる。木版は銅版や平版に比べ耐久性，彫版上の自由さ，精
確さにおいてはるかにひけを取るものであったが，一度の手間でテクストと挿絵を同時に刷ること
が可能であるという利便性があり，何よりも低コストであった16。一般の書籍とは異なり，短時間
に大量の紙面を印刷しなければならない新聞社にとっては，この木版画の活用こそが絵入り新聞で
成功するために絶対不可欠の要素であった17。なお，この木版画復興の陰には，18世紀末のイギリ
スにおける版画技術「革命」があったことを付け加えておく18。
　こうして，19世紀中頃から西欧の出版・印刷業界では挿絵用の木版画が脚光を浴びるようにな
った。1840年代に始まる絵入り新聞の興隆は，以上のような木版画の復興を背景としていたので
ある。前述の『ペニー・マガジン』のアイディアが，翌年には『プフェニヒ・マガジン』としてド
イッでも取り入れられていたように，イギリス出版界の流行は，ドイッ圏にもすぐに伝播した19。
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1842年創刊の『イラストレイテッド・ロンドソ・ニュース』の成功は，LIZ刊行の直接的な契機
として働いたといえる。
　では，このように迅速かつ大量に印刷可能となった挿絵を新聞に盛り込むことによって，ヴェー
パーは何をめさしていたのであろうか。以下では，LIZ創刊時の言葉に示された新しいメディアと
しての意図と方向性を手がかりに，ヴェーパーが描いた絵入り新聞としての理想像を探ってみたい。
2．『ライプツィヒ絵入り新聞』の掲げた理想
（1）家庭誌としての『ライプツィヒ絵入り新聞』
　18世紀後半以来，ドイッ社会において書籍や定期刊行物の発行が相次ぐが，一般向けの日刊紙
が普及する前のこの時代において，定期刊行物の中心は雑誌であった20。前述したrプフェニヒ・
マガジン』は，1833年に創刊されるや年内に3万部以上を発行し，ほどなくして10万部を超える
成功を収めた。このような定期雑誌における読者拡大の傾向を受けて，19世紀中葉になると，娯
楽メディアとしての家庭雑誌の刊行が目立ち始める。1852年にライプツィヒのブロックハウス社
から創刊された『ウソターハルトゥンゲン・アム・ホイスリッヒェソ・ヘルト』（Unterhaltungen
am　hauslichen　Herd，『わが家の娯楽』）は，政治や文学批評，宗教論議といったものを排除した娯
楽・啓蒙誌として，創刊翌年には発行5千部に達した21。また，1853年にラ・イプツィヒのエルンス
ト・カイル（Ernst　Keil）が世に出した『ガルテンラウベ』（Die　Gartenlaube，『あずまや』）は，
当初ユーモア性のある政治誌の付録としてスタートし，2年後に独立雑誌となったものである。前
記ブロックハウス社の雑誌と異なり，読老を知識階級に限定せず，文芸や科学といった領域に重点
を置いていた。投書を活用して読老の愛好対象を探る努力やイラストの積極的な活用が実を結び，
創刊年に5千部だった同誌の発行部数は，1875年には38万2000部にまで伸張していた22。その他，
19世紀中頃に創刊され成功を収めた家庭雑誌としては，『ダーハイム』（Daheim，1864年），　rイル
ストリルテ・ヴェルト』（lllustrirte　Welt，1853年），『ユーバー・ラント・ウソト・メーア』（Uber
Land　und　Meer，1858年），　rダス・ブーフ・フユア・アレ』（Das　Buch　ftir　Alle，1864年）などが挙
げられるが，これらの家庭雑誌が好評を博した要因は，豊富な挿絵の存在にあったと見ることがで
きる23。それゆえ，1830－40年代に挿絵入り定期刊行物として成功を収めた『プフェニヒ・マガジ
ン』やLIZは，流行の火付け役であったと見ることができる。
　とはいえLIZは，その名のとおり週間「新聞（Zeitung）」であり，厳密には上記の各家庭雑誌
とは区別されるものかもしれない。ただ，ヴェーパーを中心とするLIZ編集部が，当初から家庭
誌としての方向性を意識していたことは，その創刊の辞からうかがえる。1843年7月1日創刊号
の巻頭では，“Was　wir　wollen”（「我々が意図するもの」）というタイトルで，　LIZの刊行目的，
ならびに大衆メディアとしての決意の表明がなされている24。なかでも，対象とする読者層として
「成人男性」の他に「女性」と「青少年」を挙げている点は注目に値する。そこではまず，国内外
の絵入り小説や物語，エレガソトなスケッチを添えた最新流行レポートなど，女性の関心の高いジ
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ヤンルを取り上げていくと予告している。また，カリカチュア，言葉遊び，なぞなぞ，言葉あてゲ
ーム，チェスの問題といった若年層でも楽しめるコーナーをもうけることも示唆している。この青
少年向けという点では，単なる娯楽の手段という枠を超えて，教育的効果すら視野に入れていたこ
とは，LIZが自己の社会的使命をどのように認識していたかを考える上で興味深い25。
　そして，この創刊の辞を締めくくるにあたり，LIZは自己の理想像を以下のように表明している。
　　　我々は，成人男性には最も根本的な啓蒙を，女性にはきわめて心地よい娯楽を，そして
　　青少年には豊かで活動力旺盛な生活をする上で強力な刺激となるものを提供するつもりで
　　ある。我々はどこの家庭にも欠くことがなく，いかなる成員にも喜んで迎え入れられるこ
　　とこの上ない報告をもたらす，そんな書籍［Buch］でありたい。つまり，最大規模の都
　　市から人里はなれた極めて小さな村に至るまで愛読者を抱え，新しい，ないしは有益な，
　　もしくは快く感じるものを見出さないままその手から離してしまうような読者がいない，
　　そんな本でありたい26。
　このように，「新しさ」「有益性」「娯楽性」を柱として，なおかつドイッ各地の各層を対象にし
ていた点にLIZの斬新さがあった。1843年の末日，半年分の全号を1冊に合本化する際の巻頭の
言葉でも，LIZはこの家庭誌としての自己の方向性を再確認している。
　　　我々の努力は以下のことに向けられた。つまり，有用性と美を結びつけ，楽しんでなお
　　かつためになる娯楽を好む，そういう家庭のための家庭誌をつくることであり，数多く寄
　　せられた共感が，まさにこの目的の達成について我々に完全な安堵を与えてくれたことを
　　我々はうれしく思う次第である27。
　以上のことから，ヴェーバーは家庭雑誌の将来性をはっきり認識していたといえる。大人から子
どもまで，さらには大都市から小村に至るまで幅広い愛好者を獲得するためには，何よりも豊富な
挿絵の存在が欠かせなかった。そしてその挿絵の定期刊行物への大幅な導入が可能になった今，家
庭の定期愛読書を世に出し，社会に貢献するとともに出版業者としての自らの成功を導く，そんな
ヴェーバーの先見性と野心がここでは確認できる。
②　大衆メディアとしての『ライプツィヒ絵入り新聞』
　これまでのLIZの論調を見る限りでは，同紙は「家庭誌」として自己を位置づけていたように
思える。しかし，B4版16ページを基調としたその体裁は，まさしく当時の新聞そのものであっ
た。内容においても，時事ニュースが頻繁に取り上げられているように，週間新聞としての本質を
備えていた。LIZの「新聞」としての側面を浮かび上がらせるために，創刊の辞の別の箇所に目を
移してみよう。
　この時代，挿絵としての木版画が見直され，さまざまなジャンルの出版物への活用が進んでいた
ことはすでに述べたとおりである。LIZの絵入り新聞としての出発も，当時のこのような潮流を強
く反映したものであったことは，その創刊の辞からもうかがえる。
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　　　日常の出来事に具象的な解説を添え，絵と言葉の融合によって現在をはっきりと目に見
　　える形で浮かび上がらせるために，一その具象性が現在に対する関心を高め，理解を容
　　易なものにし，多くのものに対する回想をより豊かかつ快適なものにするであろうことを
　　我々は望む一木版画と印刷機の密接な結合を利用しようと思い立った次第である28。
　すなわち，世間の出来事を伝える新聞紙面のなかで，対象を具体的に，誰にでも理解しやすい形
で提供することが，LIZのメディアとしてのねらいであった29。しかもそれは，従来の媒体とは異
なり，情報を目で見える形で伝達し，一目瞭然の形で読者にもたらすことを意図したものであった。
　　　たとえ完全に周知の世界での出来事であっても，王侯の偉業から人目につかない場所で
　　の研究の成果に至るまで，それが一般の関心に供するものでありさえすれば，我々は読者
　　諸氏に週間ニュースの形態で提供するつもりであり，この具象的な描写からより正確な理
　　解ないし生き生きとした印象をもたらす上で必要なものを，できるだけ忠実な，かつ入念
　　に作成された木版画において，読者諸氏の目の前にもたらす予定である30。
　このように，ヴェーバーが絵入り新聞の発行でめざしていたのは，単なる娯楽手段の提供や利益
の追求にとどまるものではなく，その背後には，メディアに携わるものとしての使命感があったこ
とも見逃してはならない。しかもそれは，一部の知識層の読み物ではなく，広い層を対象にした大
衆メディアとしての使命感であり，その実現を可能にしたのが，挿絵の活用であった。この「大衆
教育の手段としてのイラストレーション31」は，一方では「見る」教養・娯楽雑誌としての可能性
を広げるものであった。他方で，ドイッやヨーロッパ，あるいは全世界から送られてくる情報に絵
が添えられることによって，人々はその情報に具体的なイメージを抱くことができた。新聞がビジ
ュアル的であるのは当たり前で，映画やカラーテレビ，写真入り雑誌やイソターネットなどさまざ
まな視覚媒体が並存している現代とは異なり，当時の大多数の人々は，世界中から送られてくるニ
ュースを活字のみで理解しなければならなかった。多くの書籍を購読することで，思考やイメージ
をめぐらせることに日頃から慣れ，高価な挿絵入り書籍でそれを補うことができたのは，一部の教
養市民層に限られた。また，当時は科学が急速に発達し，これまで思いもしなかったような新発
見，新技術が次々と生まれ，そのうえ西洋人が世界中へ進出するとともに，未知の世界の情報が続
々と押し寄せた。そしてこのような時代に，メディアに携わる者として人々に何を伝えなければな
らないのか，どのようにしたらうまく伝わるのか。ヴェーバーがこの問題に真剣に向き合っていた
ことは，LIZの創刊号からはっきり読み取れる。
　では，そもそも伝達する側，つまりLIZは物事を客観的，ありのままに伝えることができたの
であろうか。記事の傾向はもちろんのこと，掲載された挿絵が読者に与えるイソパクトの大きさを
鑑みるならば，送り手のバイアスの問題は重要であろう。ヴェーバー伝の著者によると，LIZの編
集方針はヴェーバー自身に由来しており，自由主義（とりわけ言論の自由）運動への共鳴，ドイッ
統一への希望，ただしいずれの問題においても暴力的な解決には反対といった彼の思想は，LIZの
論調にも反映していたという32。そのため1848年革命において，ヴェーバーは国民自由主義の動き
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に共感を持ち，一つの通貨・郵便・軍隊・議会を有する連邦国家（一種の「ドイツ合衆国」
“Vereinigte　Staaten　von　Deutschland”）を頭に思い描いていたといわれている33。たしかにLIZ
は，いかなる利己的な目標からも距離を置き，党派に縛られないこと，唯一の基準を公正と真実に
置くことを創刊号で宣言し，その後も非党派性・公正な報道の原則を改めて強調している34。しか
しこのことは，世論の形成というジャーナリズムの使命から完全に決別し，政治的な意思表示を放
棄することを意味していなかった35。
　以上のように，これまではLIZ創刊の背景，ならびに創刊号におけるLIZの意思表示を中心に
見てきた。これら創刊時の「理想」や方針がその後も貫かれていたかどうかを確認するためには，
同紙のその後に触れる必要があろう。とはいえ，LIZ百年の変遷を追うには，この小論では限界が
ある。そこで次節では，1850年代末のオーストリア帝国の世界周航を事例として取り上げ，この
出来事に対するLIZの報道を通じて，「理想」に対する「現実」の部分を見ていきたい。
3．LIZに映し出されたノヴァラ号遠征
（1）LIZにおけるノヴァラ号の登場
　1857年4月30日，オーストリア海軍の帆走フリゲート艦ノヴァラ号がトリエステ港を出航し，
世界一周の旅に出た。乗組員352人を乗せたこの航海の最大の目的は，世界各所の科学的調査にあ
った。大西洋に出たノヴァラ号は，僚艦カロリーナ号とともに最初の目的地ブラジルへ向かった。
そこから単独航海を開始したノヴァラ号は，アフリカ南端の喜望峰を迂回し，イソド洋のいくつか
の島に立ち寄った後，北上してセイロン島に到達した。セイロン島，マドラス，ニコバル諸島の現
地調査を進めた後，マラッカ海峡を通過してシンガポールに寄港，その後バタヴィア，マニラ，香
港，上海といった東アジアの各地をまわった。暴風雨と闘いながら太平洋を南下したノヴァラ号が
オーストラリアのシドニーに到着したのは，トリエステを出航して1年半後のことであった。そ
こから針路を東にとり，ニュージーランドのオークランド，タヒチを経て，南米チリに達する。そ
してこのとき，母国オーストリアがサルディニアと戦争間近にあることを知り，南米大陸の調査を
打ち切って帰国の途に着く。南米出発の時点において，すでにヨーロッパではフランス，サルディ
ニアとの戦争は始まっていたが，ナポレオソ3世によってノヴァラ号の安全は保証されていた36。
そのような事実をまったく知らない遠征隊は，フランス海軍の急襲を恐れつつ帰路を急ぎ，1859
年8月26日，トリエステに帰港した。最後は戦争によって計画の変更を余儀なくされたが，この
遠征で得られた成果は大きく，ノヴァラ号に対するオーストリア人の誇りは今日でも根強いものが
ある37。
　なお，ノヴァラ号遠征の様子や成果については，帰港の数年後に出版された旅行記で国民にも広
く伝えられた38。この3巻本は，随行学者シェルッァー（Karl　von　Scherzer）カ～旅行中の各種の記
録に基づいて執筆したもので，一般向けの旅行記，科学・教養書として好評を博した。より具体的
な研究成果については，各分野別に編纂された全21巻のシリーズ本に盛り込まれ，当時の学術研
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究に多大な貢献をもたらしたものとして世界的に評価されている39。
　ノヴァラ号がこのような世界周航に旅立った時期は，LIZの創刊から15年目にあたる。同紙は創
刊当初から売り上げを伸ばし，数年後には1万部を発行するまでに成長していた40。とはいえ，材
料や人材，とりわけ資金面で不安を抱えたまま出発していた絵入り新聞事業は，創刊から数年後に
経営上の危機に陥っていた。コスト高を抑えるための努力や友人の助けを借りることにより，ヴェ
ーバーはこの危機をなんとか乗り切り，LIZの発行は継続されたのである41。また，1855年頃から
ヨーロッパ各国・各地域に専属の画家を抱えるようになり，大国間の戦争が頻発し始めるこの時
代，前線の戦争画家から送られてくる臨場感あふれる挿絵は，LIZの読者を惹きつけた42。設備面
においても，1858年から60年にかけて新たなアトリエや印刷所を獲得し，さらには，作業場をよ
り立地条件のいい場所へ移転するなど，事業の拡大が進められた43。このように，1850年代後半は
LIZの事業拡張期にあたり，ノヴァラ号から寄せられる世界各地の情報は，　LIZ紙面の一層の充実
化に寄与するのであった。
　LIZでノヴァラ号の世界一周に関する特集が始まるのは，1857年6月6日付の紙面からであ
る44。「ノヴァラ号の世界一周」と題する記事の冒頭では，この事業に対する世間の注目度の高さ，
目的，最初の針路・行き先などに触れられた後，フリゲート艦ノヴァラ号の性能や艦内の構造が紹
介されている。とりわけ積み込まれた搭載物資の記述は細かく，長期航行への備えがどのようなも
のであるか明らかになる。記事ではさらに，司令官ヴュラーシュトルフ・ウルバイル（Bernhard
Freiherr　von　Wttllerstorf－Urbair）を筆頭に乗艦将校の名前が列挙され，その後に随行研究者と各
人の役割についての紹介が続く。また，彼らの研究活動のために用意された機材の名称や数に関す
る記載も詳細をきわめ，この遠征がいかに科学調査を重視したものであるかを示している。それを
さらに裏付けるものとして，帝国科学アカデミーをはじめとする帝国内のさまさまな学術研究機
関，ならびに自然科学研究の大家A．フソボルトから調査の指針を与えられている事実が挙げられ
ている。LIZ自身のこの科学的大事業に対する期待は，以下の言葉に表れている。
　　　それらのすばらしい道具を携えて，ノヴァラ号は今，遠方の大陸へ舵を取った。光栄あ
　　る壮大なミッションのもと。その輝かしくも困難な任務が無事に片付き，何年にもわたる
　　苦労の航海の末，我ら共通のドイッ祖国の栄誉と名声をもたらすあらゆる種類の科学の宝
　　を積んで帰還しますように！45
　ここで，LIZがこの遠征を単にオーストリアー国のみならず，ドイツ民族全体の問題として取り
上げていることは重要である。ドイッ統一をめぐる議論が活発化し，オーストリアとプロイセソの
主導権争いが激化していた当時の時代状況を考えるならば，オーストリアのこの大事業が持つ意味
はおのずと明らかであろう。これに続く記事の最後では，4月30日のトリエステ出航から地中海へ
向かう航海の様子が語られている。シチリア島沖での曳航蒸気船との別れのシーソが印象的に描か
れ，神の恩寵と旅の成功への祈りでもって，LIZはこの記事を締めくくっている。
　さて，ノヴァラ号の出発を扱ったLIZのこの記事には，4枚の関連する挿絵が添えられている。
一179一
図1 図2 図3
特集の最初のページに登場する人物画は，オーストリア海軍の総司令官であり，今回の遠征の推進
者であったマクシミリアソ大公（Ferdinand　Maximilian，　Erzherzog　von　Osterreich）を描いたもの
である（図1）46。2枚目と3枚目は，ノヴァラ号の艦内の部屋の様子を示すものであり，遠征隊
司令官ヴュラーシュトルフ・ウルバイルの執務室（図2上）と乗組員の食堂（図2下）が挙げら
れている47。最後の4枚目は，ノヴァラ号（図3正面左）の出発時の光景を描いたものであり，
別任務で南米まで同行することになっていたコルベット艦カロリーナ号の姿も右端に見られる
（図3）48。
（2）ノヴァラ号世界周航に関するLIZの連載
　LIZで「ノヴァラ号の地球一周」の続報が登場するのは，1858年1月2日付の紙面であった49。
前述の1857年6月6日付の記事のなかで，HZはノヴァラ号の遠征隊員から直接報告を受けるこ
とを予告していたが，報告を依頼した人物の名前に関してははっきり述べていない50。また，報告
者が単独か複数かも判然としないが，添えられた挿絵がすべて随行画家ゼレニ（Joseph　Selleny）
のものであったことは，各号で明記されている51。1月2日付のこの号に掲載されているリポート
は，ジブラルタル報告（1857年5月28日）とリオ・デ・ジャネイロ報告（同8月14日）であるが，
双方ともリオ・デ・ジャネイロから一括して発送されたものであった。前者の報告では，現地のイ
　　　　　　　　　　るギリス総督による歓迎の様子が記され，とりわけイギリス女王の誕生日を祝う式典・舞踏会の模様
が伝えられている。この報告で注目すべきは，「総督の特別命令」により，ノヴァラ号の科学者た
ちの現地調査・収集活動に大きな便宜が与えられたと報じている点である。これ以降も世界各地の
英領寄港地でノヴァラ号の研究活動に対する現地イギリス人の温情と支援が続き，また，前述した
ようにイタリア統一戦争中，フランス政府はノヴァラ号の安全航海を保証した52。世界がノヴァラ
号をどう見ていたか，つまりいかに世界がこの遠征に期待を寄せていたかを読者はジブラルタルの
報告から最初に知ることになった53。
　一方のリオ・デ・ジャネイロ報告では，ノヴァラ号の艦内の様子について触れられており，とり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一180一
図4 図5 図6
／
わけ朝の掃除や甲板の洗浄の重要性を指摘している。この1月2日付の紙面では，「ノヴァラ号の
地球一周：7月15日の赤道通過J．ゼレニの原画に基づいて」と題する一面全体を使った挿絵が添
付されている（図4）54。この図からは，ノヴァラ号甲板上での船員たちの生き生きとした様子が伝
わってくるが，本文記事との関連性は判然としない（赤道通過の話は本文には出てこない）。
　リオ・デ・ジャネイロ発の報告記事は，複数号にまたがっており，翌週1月9日付の紙面にそ
の続きが掲載されている。この「ノヴァラ号の地球一周」の第3回は，前回と同じく艦上におけ
る朝の情景（掃除，朝食など）が取り上げられ，乗組員の衛生・健康に関する内容が続いている55。
さらに話題は，ノヴァラ号に同行した研究者グループの日常に移る。彼らの艦内での研究活動やそ
の部屋の様子が記され，報告者は具体的イメージを喚起するためにゼレニのスケッチを提示してい
る（図5下）56。このスケッチが添えられることにより，読者は地質学者ホッホシュテッターの研
究室や機材の様子を想像することができたであろう。またそれ以外にも，この号では司令官ヴュラ
ーシュトルフ・ウルバイルの執務室（図5上）と甲板上での舞踏会を描いた挿絵（図6）が大きく
掲載されている57。
　1月16日付「ノヴァラ号の地球一周」の第4回は，単調な日常生活に気分転換をもたらしてくれ
るものとして，艦内の日曜礼拝の記述で始まっている58。添えられた挿絵からは，即席の祭壇の前
にいる従軍司祭と，司令官をはじめ数十人がこの礼拝に参加している様子が伝わってくる（図
7）59。同様に，平凡な日常から逸脱し，「その瞬間，あらゆる規律や上下関係が投げ出され，冗談
と悪ふさけが優位に立つ」特別な行事として，7月14，15両日に行われた赤道通過時の艦上セレモ
ニーの様子がかなり細かくレポートされている。つまり，前述の1月2日付紙面に登場した挿絵
（図4）は，このときの光景を写したものであり，中央右側で王冠をかぶった男性が海神ネプチュ
ーンを演じていたことが判明する。この号ではさらに，リオ・デ・ジャネイロ到着（8月5日）と
現地滞在時の遠征隊の行動記録が続いた後，遠征隊司令官ヴュラーシュトルフ・ウルバイルの出自
と経歴が細かく紹介されている。そこでは，司令官としての彼の資質が称賛され，最後の部分では
遠征隊幹部や医師，同行科学者の名前を挙げて，彼らの勇姿をゼレニの挿絵で表している（図8）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－181一
」p；
??
一7
．?『?蛙
　　
@　
??
「．@・
?」
?，
闇嗣
脚「
＝　｝
、?
???
．?．
9割????
????　　
．?
、
1
図7 図8
に導慨＝許」三二ぎ．’＝τ騨で一ヨド．：，一：三一＿き＿
図9
　以上のリオ・デ・ジャネイロ発の報告では，ジブラルタルやブラジルでの滞在の様子ももちろん
描かれているが，重点が置かれていたのは大西洋航行中の艦内の様子であった。ノヴァラ号の艦内
がどのような仕組みになっているか，乗組員たちが洋上でどのような日常生活を送り，退屈さを紛
らわすためにどのような工夫を凝らしているか，文章と豊富な挿絵を通じて，読者はこの情景を頭
に浮かべたことであろう。これ以後LIZに掲載される挿絵は，一転して寄港地の景色や現地の人
々の暮らしぶりを伝えるものが中心となり，寄港地や洋上でのノヴァラ号の様子，あるいは隊員の
日常を映すイラストは現れない60。
　こうして始まったノヴァラ号からの現地報告は，「ノヴァラ号の世界周航」という連載タイトル
のもと，その後約2年間（不定期）にわたってLIZ紙上に掲載される。そこに添えられた挿絵は，
アジア・太平洋地域における各地の景観や現地人の姿，習俗といったものを題材にしたものが中心
であった。ここではそれらの絵をすべて並べることができないので，読者の目の前でどのような光
景が展開されていたかは，表1を参照してその全体像をつかんでいただきたい。
　最後に，この連載が当時のドイッ連邦の政治状況のなかで持ちえた意味ついて指摘しておきた
い。連載当初，LIZ紙面にはオーストリア帝国の軍艦ノヴァラ号，そしてそれに乗艦したオースト
リアの軍人や学者が映し出された。また，その後同紙で掲載が続いた遠方世界からの最新情報は，
イギリス人やフラソス人からではなく，同胞であるドイッ人（オーストリア人）からもたらされた
ものであった。このことは，国家としての世界進出に遅れをとっていたドイツ民族にとって重要な
意味を持っていた。つまり，統一国家を志向しながらも未だ領邦国家の寄せ集めであったドイッ連
邦のなかにあって，「世界の大海原でドイッ民族の舵を取るオーストリア」というイメージを植え
つけることにつながったのではなかろうか61。「我ら共通のドイッ祖国の栄誉と名声」という表現
を用いた前述のLIZの論調からも分かるように，当時のドイッ人の多くは，これがオーストリア
ー国のみならず，ドイッ民族全体に関わる問題であるという認識を持っていた62。そしてこのドイ
ツ民族全体の大事業の牽引役として，盟主オーストリアがクローズアップされた。ノヴァラ号の活
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表l　LIZのノヴァラ号世界周航関連記事（uZ紙面をもとに筆者が作成）
年 月・日 Nr． 「ノヴァラ号の世界周航」シリーズ表題 挿　　絵　　表　　題 サイズ
18576・6727「ノヴァラ号の地球一周」 「オーストリア海軍提督・海軍総司令官フェルディiソト・マックス大公」
?
「オーストリア帝国フリゲート艦ノヴァラ号の地球一周
盗ｪ最高指揮官，ヴュラーシュトルフの司令官執務室」
?
「オーストリア帝国フリゲート艦ノヴァラ号の食堂」
?
「オーストリア帝国フリゲート艦ノヴァラ号の出航」 大
18581・2757「ノヴァラ号の地球一周　2」 「7月15日の赤道通過」 大．
レ　9758「ノヴァラ号の地球一周　3」 「帝国フリゲート艦ノヴァラ号の船内にあるヴュラーシュトルフ司令官の執務室」
?
「帝国フリゲート艦ノヴァラ号の船内にある物理・
n質学者ホッホシュテッターの船室」
?
「帝国フリゲート艦ノヴァラ号の甲板上での舞踏会」 大
1・16759「ノヴァラ号の地球一周　4」 「帝国フリゲート艦ノヴァラ号の読書室」
?
「帝国フリゲート艦ノヴァラ号での礼拝」
?
「遠征の指揮官，幕僚，学者たち」 大
4・10771「5　ケープ植民地内陸部への小旅行」 「ケープ植民地におけるかつてのベイソズ峡谷」
?
「ステレンボスにおけるケープ植民地志願兵団のパーティー」 小
「ケープ植民地における現在のベインズ峡谷」
?
「ケープ植民地ブレーデ川沿いの景観」
?
4・17772「5　ケープ植民地内陸部への小旅行」 「ケープ植民地ザンドブリート近郊のシク・ヨゼフﾌ墓標」
?
「ケープ植民地のヘルンフート派居住地域グナデン
^ール」
?
「シク・ヨゼフの墓の内部」 小
「ケープ植民地グナデンタール近郊のホッテソトッ
gの小屋」
小
「ケープ植民地ブランド渓谷の温泉」
?
8・7788「6　イソド洋におけるセント・ポール島とア?Xテルダム島」
「イソド洋セント・ポール島における死火山の火口
~地と北西側の四つの小火口」
大
「セイロン島プワント・ド・ゴール近郊の仏教寺院」
?
「セソト・ポール島における雨の日」
?
8・14789「6　インド洋におけるセント・ポール島とア
?Xテルダム島」
「ニコバルのナンカウリにあるイトエ村」
?
「セイロソにあるインド邸宅の内部」
?
「ニコパルのパソダヌスの森」
?
「マドラスの南30マイルにあるマハマライプラムも
ｵくは聖なる山」
?
8・21790「7　セイロソ島におけるプワソト・ド・ゴー
汲ﾆコロンボ」
挿絵なし
8・28791「7　セイロソ島におけるプワソト・ド・ゴー
汲ﾆコロンボ」
挿絵なし
9・11793「8　マドラスへの上陸と滞在」 挿絵なし
10・9797「9　マドラスからペロールへの小旅行，マド宴Xでのさらなる滞在」
挿絵なし
10・16798「10　マドラスの7つの仏塔を訪問」 「マハマライプラムのモノリティ仏塔におさめられｽガネザ像」
小
「マハマライプラムのモノリティ寺院に掲げられた
俣?､刻」
?
「マハマライプラムのモノリティ寺院付近にいるシ
Fルッァー博士と画家ゼレニ」
小
「マハマライブラムのモノリティ寺院の入り口」
?
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表1　LIZのノヴァラ号世界周航関連記事（LIZ紙面をもとに筆者が作成）（つづき）
年 月・日 Nr． 「ノヴァラ号の世界周航」シリーズ表題 挿　　絵　　表　　題 サイズ
18591・29813「バリ島」（1858年11月18日シドニーより）「ニコバルのある小屋の内部」 ?
2・5814「ニコバル諸島滞在」 挿絵なし
2・12815「ニコバル諸島滞在」 挿絵なし
2・19816「ニコパル諸島滞在」 挿絵なし
2・26817「ニコバル諸島滞在」 「シソガポールにおける大規模中国寺院の内部」
?
3・5818「シンガポール」 「パタヴィアのウェルテヴレーデン運河沿い」
?
「バタヴィア近郊のポイテンゾルフにおけるジャワ
l区域」
?
4・2822「ジャワ島への航海」 挿絵なし
4・9823「ジャワ島への航海」 「ジャワ島におけるゲデー火山火口」
?
「ジャワのパソグランゴに向かう途上の森林遠足」
?
7・2835「ジャワ島への航海とマニラ滞在」 「司教座教会があるマニラ中心地」
?
「ラグナ湖，マニラにある魅惑的な湖」
?
「マニラからの市場の風景，スペイン系メスティ
¥，タガログ系メスティソ，中華・タガログ系メス
eィソ」
?
7・9836「香港」 「幸せの渓谷，香港ハッピー・バレー」 ?
「香港の通りにいる中国人の易者」
?
7・16837「マカオ」 「マカオのプロテスタント教会墓地」
?
「マカオにあるパゴダの杜」
?
7・23838「上海」 「上海の中央通り」
?
「上海のティー・ガーデソ」
?
7・30839「上海」 「上海のロン・ファ仏塔」
?
18601・21864「清国からオーストラリアへ」 「カロリソ諸島ポソペイ島のクック宣教師宅」 ?
「カロリソ諸島のポンペイ島の男女」
?
「カロリソ諸島のポンペイ島における原住民の小屋」
?
1・2865「清国からオーストラリアへ」 「オーストラリア，ニュー・サウス・ウェールズの
Eロンゴング」
?
「オーストラリア，ニュー・サウス・ウェールズの
ｴ住民の小屋」
?
「
「スチュアート諸島の原住民の小屋」
?
「スチュアート諸島の原住民の一団」
?
「オーストラリア，ニュー・サウス・ウェールズの
Wョン・ミッチェル卿峠」
?
2・4866「シドニーを出立，ニュージーランド訪問」 「ニュージーランド，マンガタウィリの戦士と妻」 ?
「ニュージーランド，ワイカト川の景色」
?
「ニュージーラソド，マソガタウィリの村」 大
2・25869「タヒチへ，そしてタヒチで」 「タヒチにおけるファタウアの滝」 ?
「タヒチにおけるポマレ女王の宮殿」
?
「タヒチ女王陛下ポマレ」
?
「タヒチの風景」
?
3・3870「パルパライソ，ホーン岬を経てトリエステへ」 「サソディアゴの独立広場」 ?
※現地語に基づく地名や建物などの固有名詞は，そのままアルファペット読みで日本語表記した。
　挿絵のサイズの目安は以下の通りである。
　　大：紙面一面，もしくはおよそ一面　中：紙面半分程度　小；紙面四分の一程度もしくはそれ以下
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躍と成果を伝えるLIZの視覚的報道は，オーストリアの海軍力とオーストリア人の勇敢さ，学術
研究の領域におけるオーストリアの栄誉を目に見える形でドイッ人に伝えていたといえるだろう。
　とはいえ，ノヴァラ号現地報告の連載が続いていた最中，プロイセソの東アジア遠征艦隊の記
事，ならびに挿絵が顔を見せるようになる事実を見逃してはならない（図9）63。この新連載「東ア
ジア海域へのプロイセソ艦隊の遠征」は，「ノヴァラ号の世界周航」と数号にわたって同時掲載さ
れ，後者の連載終了後も約2年半（全10回）にわたって連載を続けた。また，プロイセソ遠征の
同行画家ハイネ（Wilhelm　Heine）による挿絵付報告記事「ペルリソから日本へ」の連載も同時に
始まり，以後数年にわたり世界の最新の様子を映し続けたec。今やLIZ読者の視線は4隻からなる
プロイセン艦隊に移り，そこから送られてくる世界の最新の光景が，LIZ紙面で展開されることに
なるのである。
おわりに
　本稿では，これまでわが国で関心を向けられることのなかったドイッ最初の絵入り新聞LIZを
取り上げた。ヴィクトリア時代初期のロンドンで，挿絵入りの画期的な新聞が登場したそのわずか
翌年，同様の試みがドイッでも始まっていた。このアイディアが即座にドイッに取り入れられた背
後には，ヨハソ・ヴェーバーという「賢明で天賦の才に恵まれた人物65」がいた。挿絵の可能性に
早くから関心を持ち，先見性と実行力をそなえていたこの先駆者の存在を無視して，絵入り新聞が
この時期にドイツに誕生した理由を説明することはできない。
　とはいえ，絵入り新聞の出現と発展を個人の資質のみで説明付けるのも無理であろう。木版画技
法の進歩や印刷の高速化といった技術革新が，絵入り新聞の誕生を可能にしたことはすでに述べ
た。そして技術革新は，単に出版分野に限らず，当時の西欧社会全体を覆うものであった。この技
術革新が引き起こした19世紀の資本主義化の流れは，社会における市民層の増加をもたらす。こ
こで登場する市民層とは，単に経済的な市民層（ブルジョア）を指すのではなく，教養市民層をも
含む広範なものであり，行政主導型国家のもとでは後者の方が社会的ステータスは高かったといえ
る。また，上層から下層に至るまで，各市民層は自己より上の文化規範に憧れを抱いており，知
的，文化的な上昇志向を持っていた66。このような教養や知識を求める市民の増加は，挿絵付きの
分かりやすい刊行物に対する需要を高めたのであり，技術の進歩や事業の拡大により，これに応え
るだけの供給体制も構築されていった。産業革命，資本主義経済，市民社会への移行，これら19
世紀を象徴する現象が絵入り新聞誕生の裏にあったということをここでは強調しておきたい。
　そして，新しい視覚媒体として登場したこのLIZが何をめざしていたかについても本稿では検
討の対象にした。その理想の姿とは，成人男性，女性，さらには青少年に至るまで，どのような年
齢層をも惹きつけ，どこの家庭にも据え置かれる家庭誌としての存在であった。しかしまた，挿絵
は人々を楽しませるだけではなく，ニュースを伝える上でも，これまでにない大きな可能性を秘め
ていた。
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　LIZは家庭誌・大衆メディアとして，「新しさ」「娯楽性」「有益性」「具象性」といったテーマを
掲げていた。ノヴァラ号の遠征隊員に移動特派員としての使命を託していたLIZは，ノヴァラ号
が寄港した各所から送られてくる現地の情報や，ゼレニの写し取った情景を即座に紙面に反映させ
ることができた。そのため読者は，世界の最新の状況を目にすることができたのである。
　娯楽性という観点では，自由に海外へ行くことができなかった当時の人々にとって，ノヴァラ号
によって映し出される遠く離れた世界の光景は，驚きとともにワクワクした気分を起こさせるもの
であったのではないか67。写真や映像，あるいは直接の体験により，地球の隅々の様子を知ってい
る（あるいは知った気になっている）現代の我々よりはるかに敏感に，LIZ読者はそれらの挿絵に
接していたであろう。こうした疑似体験は，老若男女の想像を逞しくし，読者は心を躍らせていた
と考えることができる。
　挿絵はまた，読者が自分の知らない世界について知り，具体的なイメージを形成する際に，大き
な助けとなった。これらの未知の世界の情報は，直接日常生活に役に立つものではなかったとして
も，教養ある市民となるためには必須のものであった68。挿絵をふんだんに紙面に載せることがで
きたのはLIZの強みであり，ノヴァラ号連載に関する限り，　LIZのこの強みは活かされており，
総じて，家庭誌・大衆メディアとしての理想に近い形であったと判断することができる。
　本稿では，創刊号で掲げられたLIZの理想や方針が，どの程度その後の紙面に反映されていた
かを見るために，ノヴァラ号遠征の描写を事例として取り上げた。もちろんこの問題を一つの連載
記事だけで解明するには限界があろう。また，LIZが刊行を続けた百年の間に，ドイッ社会は数々
の大きな変化を経験した。LIZがドイッ（あるいは世界）のこの百年をどのように映し出していた
か。さらには，社会や政治の状況が変化することにより，LIZ自体にどのような変化が見られた
か。英仏系絵入り新聞に対するアプローチと同様の研究が求められる69。
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